
 

   沼津市基準点管理保全要領 

 

                     施行 平成19年３月30日課長決裁 

                     改正 平成29年４月１日課長決裁 

                     改正 令和３年３月23日課長決裁 

改正 令和４年３月15日課長決裁 

 

 （目的） 

第１条 この要領は、測量法（昭和24年法律第 188号）の規定に基づき沼津市建

設部道路管理課（以下「道路管理課」という 。） が管理する基準点の一般的取

扱い及び管理保全に関して必要な事項を定め、その管理保全の万全を期するこ

とを目的とする。 

 （定義） 

第２条 この要領において、「基準点」とは、次の各号に掲げるものをいう。 

⑴ 街区基準点（測量法第10条第１項第１号に規定する永久標識で、国土交通省

が都市再生街区基本調査により設置した街区三角点及び街区多角点をいう 。）  

 ⑵ 公共基準点（測量法第10条第１項第１号に規定する永久標識で、沼津市公共

測量作業規定に基づき基準点の一時撤去、滅失、毀損、移設等により設置され

たものをいう 。）  

 ( 管理の主体 )  

第３条 基準点の管理保全の主管課は、道路管理課とする。 

 （基準点の使用手続） 

第４条 基準点を使用しようとする者は、あらかじめ基準点使用承認申請書（第

１号様式）を市長に提出し、その承認を受けなければならない。 

２ 複数年にわたる、もしくは、複数個所の基準点を使用するときは、基準点使

用に係る前項の「基準点使用承認申請書」を「基準点使用に係る包括承認申請

書」に代えることができる。 

３ 市長は、前２項の基準点の使用の申請があった場合は、当該申請に係る書類

を審査し、適当と認めたときは、基準点使用承認書（第２号様式）により承認

するものとする。 

４ 基準点を使用する者は、基準点使用承認書を常時携行し、関係人から提示を

求められたときは、これを提示しなければならない。 



  

５ 基準点を使用した者は、基準点の使用を終えたときは、速やかに基準点使用

報告書（第３号様式）を市長に提出しなければならない。 

 （工事施工の届出） 

第５条 道路の掘削工事等において、基準点の効用に支障をきたすおそれのある

次に掲げる工事等を施工する者（以下「工事施工者」という 。） は、あらかじ

め基準点付近工事施工届出書（第４号様式）を市長に提出しなければならない。 

 ⑴ 掘削底面端から45度以上の線に基準点の構造物が入る掘削工事等 

 ⑵ 杭打ち工事又は杭抜き工事で、基準点から杭、車輌、重機等までの距離が

５メートル以下のもの 

 ⑶ 基準点の金属プレートが外れる、又は外れるおそれがある工事等 

 ⑷ 前３号に掲げるものほか、基準点の効用に支障を来すおそれがある工事等 

２  前項の届出書には、次の各号に掲げる図書を添付しなければならない。 

⑴ 位置図 

⑵ 平面図（工事位置と基準点の位置関係を明示したもの） 

⑶ 写真（基準点の遠景・近景） 

３ 工事施工者は、当該工事等が完成したときは、速やかに基準点付近工事しゅ

ん工報告書（第５号様式）に次の各号に掲げる図書を添付し、市長に提出しな

ければならない。 

 ⑴ 完成写真（基準点の遠景・近景） 

 ⑵ 基準点の差異が確認できる測量資料（着工前・完成後が対比できる引照点

図又は市長が指示する基準点の保全に必要な点検測量等の成果） 

４ 第１項各号の工事等により、基準点の効用に支障をきたした場合は、工事施

工者は道路管理課との協議後、次条に基づき基準点を撤去するものとする。ま

た、撤去報告後、第７条に基づき基準点を復旧設置しなければならない。 

（基準点の撤去） 

第６条 工事施工者等は、基準点をやむを得ず撤去する必要がある場合は、あら

かじめ道路管理課と協議し、基準点撤去承認申請書（第６号様式）を市長に提

出し、その承認を受けなければならない。 

２ 前項の申請書には、次の各号に掲げる図書を添付しなければならない。 

⑴ 位置図 

⑵ 平面図（工事位置と基準点の位置関係を明示したもの） 

⑶ 写真（基準点及びその周辺状況が確認できるもの） 

３ 市長は、基準点の撤去の申請があった場合で、当該基準点を撤去することを

認めたときは、基準点撤去承認書（第７号様式）により承認することができる。



  

また、機能の回復の必要があると判断されたときは、次条に基づき基準点の復

旧設置を行わなければならない。 

４ 前項の承認後、基準点の撤去が完了したときは、速やかに基準点撤去報告書

（第８号様式）を市長に提出しなければならない。 

（基準点の復旧設置） 

第７条 工事施行者等が、基準点の効用に支障をきたした場合は、基準点復旧承

認申請書（第９号様式）を市長に提出し、基準点の復旧設置承認を受けなけれ

ばならない。 

２ 市長は前項の基準点復旧承認申請書の提出があった場合は、当該申請に係る

書類を審査し、適当と認めたときは、基準点復旧承認書（第10号様式）の承認

するものとする。 

３ 前項の復旧設置工事が完成したときは、速やかに基準点復旧設置工事しゅん

工報告書（第11号様式）に次項に定める図書を添付し、市長に提出しなければ

ならない。 

４ 前項の報告書に添付する図書は、以下の提出図書を紙媒体及び指定の電子デ

ータ形式で提出しなければならない。 

 ⑴ 基準点計算書（ PDF 形式） 

 ⑵ 基準点成果表（ PDF 形式） 

 ⑶ 点の記（ PDF 形式） 

 ⑷ 基準点SIMAデータ（SIMA形式） 

５ 設置工事を行った者は、次の各号に掲げる場合、直ちに市長が指示する箇所

を補修して市長に提出しなければならない。 

 ⑴ 第３項の報告書又は前項の提出図書に不備がある場合 

 ⑵ 沼津市公共測量規程に準じた測量の精度が確保されていない場合 

 ⑶ 測量法第48条に規定する測量士による測量が行われていない場合 

 ⑷ その他基準点の機能が回復していないと認められる場合 

６ 測量成果の修正に必要な手続きは、測量法第36条、第37条第３項、第40条そ

の他関係法令に基づき、道路管理課で行う。 

（費用の負担） 

第８条 設置工事に要する費用（既設の基準点の取壊しに要する費用を含む。）、

金属プレートの取付けに要する費用及び設置工事に伴う測量に要する費用は、

原因者が負担するものとする。 

（測量方法） 



  

第９条 設置工事に係る測量は、沼津市公共測量作業規程に準じたものでなけれ

ばならない。測量方法は、原則結合多角方式とする。 

２ 設置工事を行う者は、測量法第48条に規定する測量士を選定しなければならな

い。 

（補則） 

第10条 この要領に定めるもののほか、基準点の取扱い及び管理保全に関し必要

な事項は、別に定める。 

附 則 

この要領は、令和４年４月１日から施行する。



（第１号様式） 

 

基準点使用承認申請書 
 

  年  月  日 

 

（宛先）沼津市長 

 

     申請者 住所（所在地） 

    氏名 

 

  沼津市基準点管理保全要領第４条第１項の規定により沼津市基準点の使用

について、下記のとおり申請します。 

 

使 用 目 的  

使 用 期 間  年  月  日から 年  月  日まで（ 日間） 

測 量 地 域  

使用する基準点 
  

測 量 方 法 
 

測

量

計

画

機

関 

名  称  

代表者氏名  

所 在 地 

 

 

電話番号 

測

量

作

業

機

関 

名  称  

担当者氏名  

所 在 地 

 

 

電話番号 

備 考 
 



  

（第２号様式） 

 

基準点使用承認書 
 

 

 様 

 

 

年  月  日に申請のありました沼津市基準点の使用について、下 

記のとおり承認します。 

 

使 用 目 的  

使 用 期 間  年  月  日から    年  月   日まで（ 日間） 

測 量 地 域  

使用する基準点 
 

測 量 方 法 
 

測

量

作

業

機

関 

名   称  

担 当 者  

所 在 地 

 

 

電話番号 

 

【 承認条件 】 

 

 １．別紙基準点使用条件を遵守すること。 

 ２．使用終了後は、報告書を提出すること。 

 

承認番号    号 

  年  月  日 

 

沼津市長  印 

 

担当連絡先 
沼津市 建設部 道路管理課 管理係  

電話番号 055（934）4784（直通） 

 

 

 



  

別 紙 

 

基 準 点 使 用 条 件 
 

１ 基準点の使用にあたっては、作業者は立入る施設の管理者にあらかじめ計

画機関名、作業機関名、作業目的、連絡先などを連絡し、立ち入りの承諾を

得ること。 

 

２ 施設内の立ち入りは、日曜祭日を除く午前９時から午後５時までを原則と

する。ただし、管理者から指定された場合はそれに従うこと。 

 

３ 作業者は、使用時に本承認書を常時携行すること。 

 

４ 使用にあたっては基準点の取扱いに留意し保全に努めるとともに、周辺を

汚さないよう努めること。 

 

５ 基準点本体及び立ち入り施設に損害を与えた場合は、申請者の費用で原形

復旧すること。 

 

６ 作業者は、金属プレート及びその周辺の現況に異常がある場合や測量付近

で工事の予定がある場合は速やかに道路管理課に連絡すること。 

 

７ 作業者は、測量標の使用を完了したときは、基準点使用報告書を道路管理

課に提出すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

（第３号様式） 

 

基準点使用報告書 
 

  年  月  日 

（宛先）沼津市長 

 

     報告者 住 所（所在地） 

    名 称 

    担当者 

 

沼津市基準点の使用結果を下記のとおり報告します。 

 

使 用 目 的  

使 用 期 間  年  月  日から  年  月  日まで（ 日間） 

測 量 地 域  

使用した基準点名 
  

使用承認番号 承認番号     号 

測

量

作

業

機

関 

名   称  

担 当 者  

所 在 地 

 

 

電話番号 

報 告 事 項 

どちらかに〇を付ける。 

１ 測量地点における基準点の有無 

【 有 ・ 無 】 

２ 基準点の精度について 

【 正確・ 不正確 】 

 

 



  

（第４号様式） 

 

基準点付近工事施工届出書 
 

  年  月  日 

（宛先）沼津市長 

 

     届出者 住所（所在地） 

    氏名 

     

沼津市基準点管理保全要領第５条第１項の規定により下記のとおり届け出し

ます。 

 

工 事 件 名  

工 事 場 所 沼津市         番   地先 

工 事 期 間  年  月  日から   年  月  日まで（ 日間） 

工 事 概 要  

基準点番号  

工

事

請

負

者 

名   称 
 

担 当 者  

所 在 地 

 

 

電話番号 

添 付 図 面 

１ 位置図  

２ 平面図（工事位置と基準点の位置関係を明示したもの） 

３ 写真（基準点の遠景・近景） 

 

 



  

（第５号様式） 

 

基準点付近工事しゅん工報告書 
 

  年  月  日 

（宛先）沼津市長 

 

     報告者 住 所（所在地） 

    名 称 

    担当者 

 

 年 月 日に届け出た、基準点付近での工事がしゅん工しましたので、 

沼津市基準点管理保全要領第５条第３項の規定により報告します。 

 

工 事 件 名  

工 事 場 所 沼津市         番   地先 

工 事 期 間  年  月  日から   年  月  日まで（ 日間） 

基準点番号  

基準点の状況 

⑴ 測量標のき損状態： 

⑵ 構造物のき損状態： 

⑶ その他： 

工

事

請

負

者 

名   称 
 

担 当 者  

所 在 地 

 

 

電話番号 

添 付 図 面 
１ 完成写真（基準点の遠景・近景）   

２ 基準点の差異が確認できる測量資料 

 

 



  

（第６号様式） 

 

基準点撤去承認申請書 
 

  年  月  日 

 

（宛先）沼津市長 

 

     申請者 住所（所在地） 

    氏名 

 

 工事により支障となる街区基準点の撤去について、沼津市基準点管理保全要

領第６条第１項の規定により、下記のとおり承認申請します。 

 

撤 去 理 由  

工 事 件 名  

工 事 場 所 沼津市         番  地先 

撤去する基準点 

街区基準点  

公共基準点  

工

事

請

負

者 

名   称  

担 当 者  

所 在 地 

 

 

電話番号 

添 付 図 面 

１ 位置図  

２ 平面図（工事位置と基準点の位置関係を明示したも

の） 

３ 写真 （基準点及びその周辺状況が確認できるもの） 

備 考 ※ 現況状況等を記載する 

 

 

 

 

 

 



  

（第７号様式） 

 

基準点撤去承認書 
 

承認番号   号   

 年 月 日   

 

様 

 

沼津市長  印    

 

年  月  日に申請のありました基準点の撤去について、下記のとおり

承認します。 

 

＜ 承認事項 ＞ 

撤去する基準点  

撤 去 期 限   年  月  日までに撤去すること 

承 認 条 件 

 

協議内容に変更が生じた場合は、速やかに道路管理課に

連絡してください。 

 

担当連絡先      
沼津市 建設部 道路管理課 管理係 

電話番号 055（934）4784（直通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

（第８号様式） 

 

基準点撤去報告書 
 

  年  月  日 

（宛先）沼津市長 

 

             報告者 住 所（所在地） 

    名 称 

    担当者 

 

   年 月 日承認番号   号で承認を受けた基準点の撤去について、基準点の

撤去が完了しましたので、下記のとおり報告します。 

 

工 事 件 名  

工 事 場 所 沼津市          番   地先 

撤去完了日 年  月  日 

撤去した基準点 
街区基準点  

公共基準点  

工

事

請

負

者 

名   称 
 

担 当 者  

所 在 地 

 

 

電話番号 

添 付 図 書 １ 完了写真（工事前、完了後） 

 

 
 

 

 

 

 

 



  

（第９号様式） 

 

基準点復旧承認申請書 
 

  年  月  日 

 

（宛先）沼津市長 

 

     申請者 住所（所在地） 

    氏名 

 

  工事等により基準点の効用に支障をきたした基準点の復旧について、沼津

市基準点管理保全要領第７条第１項の規定により承認を受けたいので、下記

のとおり申請します。 

 

復 旧 理 由  

復 旧 内 容  

復 旧 場 所 沼津市        番   地先 

復 旧 す る 基 準 点  

復 旧 期 間  年  月  日から 年  月  日まで（ 日間） 

復

旧

工

事

請

負

者 

名  称  

代表者氏名  

所 在 地 

 

 

電話番号 

備 考 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

（第10号様式） 

 

基準点復旧承認書 
 

 

様 

 

年 月 日に申請のありました基準点の復旧について、下記のとおり承認し

ます。 

 

＜ 承認事項 ＞ 

復 旧 内 容  

復 旧 場 所 沼津市        番   地先 

復旧する基準点  

復旧完了期限   年  月  日とする 

 承認条件 

１ 基準点設置は、沼津市基準点管理保全要領に定めた構造とします。 

２ 基準点設置工事完了後は、速やかに基準点復旧設置工事しゅん工報告書

（第11号様式）を提出してください。 

３ 承認後、承認内容に変更が生じた場合は、その旨を速やかに届け出て道

路管理課と協議してください。 

 

承認番号   号 

 年 月 日 

 

沼津市長  印 

 

担当連絡先 
沼津市 建設部 道路管理課 管理係 

電話番号 055（934）4784（直通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

（第11号様式） 

 

基準点復旧設置工事しゅん工報告書 
 

  年  月  日 

（宛先）沼津市長 

  

     報告者 住 所（所在地） 

    名 称 

    担当者 

 

沼津市基準点管理保全要領第７条第３項の規定により、基準点復旧設置工事が

しゅん工しましたので、下記のとおり報告します。 

 

工 事 件 名  

工 事 場 所 沼津市         番  地先 

工事しゅん工日 年  月  日 

基 準 点  

工

事

請

負

者 

名   称 
 

担 当 者  

所 在 地 

 

 

電話番号 

添 付 図 書 

１ 基準点計算書   

２ 基準点成果表 

３ 点の記   

４ 基準点SIMAデータ 

 ※１ 添付図書については、電子データにて別途提出してください。 

 ※２ ※１の提出は、電子メールまたはＣＤ－Ｒ等（道路管理課へ納品）の

媒体で提出してください。 

 
 


